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東日本大震災から まもなく
 10 年・・・　復興の軌跡



　

追

悼
・
継

承
・
未

来

を
想
像
す
る
共
働
の
場

と
し
て
整
備
。

南三陸町議会だより 第60 号 ●２南三陸町議会だより 第60 号●３

巻
頭
特
集

東日本大震災   　 10年から まもなく …　　 　復興の軌跡「議会だより」

　で見る 防
災
集
団
移
転
、
公
共
施
設
復
旧…

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
で
震
災
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返
る

各年度の一般会計決算額
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６
月

７
月

９
月

５
月

10
月

４
月

10
月

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

防
災
対
策
庁
舎
、
解
体
を
決
定高

度
衛
生
管
理
型

魚
市
場
完
成

サ
ン
オ
ー
レ
そ
で
は
ま

オ
ー
プ
ン
！

国
道
45
号
線
開
通

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

開
設

こ
れ
か
ら
も

未
来
に
向
か
っ
て…

平成 23年度

233億1023万円

震
災
復
興
計
画
策
定

２
０
１
１
年
３
月
11
日

Ｍ
9.0
の
東
日
本
大
震
災
発
生

　

町
議
会
最
終
日
、
町
長
が
宮
城
県
沖
地
震
へ
の

備
え
を
話
し
て
い
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
大
地
震

が
発
生
し
た
。

　

未
曾
有
の
災
害
か
ら
立
ち
上
が
る
10
年
間
の
計

画
。﹁
生
命
を
守
る
﹂
を
第
一
に
職
場
と
住
居
を

分
離
し
、
高
台
へ
集
団
移
転
を
進
め
、
住
民
の
希

望
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

防
災
対
策
庁
舎
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、①
取
り
壊

し
の
延
期
と
再
考
、②
保
存
、③
早
期
取
り
壊
し
の
３

件
の
陳
情
が
出
さ
れ
、
議
会
で
は
③
早
期
取
り
壊
し

を
採
択
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
は
有
識

者
会
議
が
ま
と
め
た
報
告
書
を
参
考
に
、
２
０
３
１

年
ま
で
の
防
災
対
策
庁
舎
の
県
有
化
案
を
示
し
、
そ

れ
ま
で
に
解
体
・
保
存
に
つ
い
て
議
論
を
尽
く
し
て

結
論
を
出
す
の
が
ベ
ス
ト
で
は
と
提
案
。

平成 24年度

976億8661万円

防
災
対
策
庁
舎
を

　
　
　
　
県
有
化
へ

﹁
決
め
る
の
は
町
民
﹂

　

町
は
県
の
提
案
を
受

け
入
れ
、
防
災
対
策
庁

舎
を
県
有
化
。

震
災
後
初
の
選
挙

　

新
人
５
人
を
含
め
た

16
人
で
４
年
間
の
議
会

活
動
が
ス
タ
ー
ト
。

公
共
施
設
復
旧
計
画

・
戸
倉
小
学
校

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

・
南
三
陸
町
役
場

・
歌
津
総
合
支
所

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
運
動
公
園

・
サ
ケ
マ
ス
ふ
化
場

復
興
祈
念
公
園
オ
ー
プ
ン

役
場
新
庁
舎
開
設

　

国
際
認
証
を
取
得
し

た
南
三
陸
産
材
を
使
用
。

利
用
頻
度
の
多
い
窓
口

を
１
階
に
配
置
し
、
日

本
家
屋
の
﹁
土
間
﹂
を

意
識
し
た
誰
で
も
気
軽

に
利
用
で
き
る
﹁
マ
チ

ド
マ
﹂
を
整
備
し
て
い

る
。

　

南
三
陸
沿
岸
で
は
、
寒
い
海
域
で
生
息
す
る
﹁
マ

コ
ン
ブ
﹂
や
暖
か
い
海
域
で
生
息
す
る
﹁
ア
ラ
メ
﹂

が
共
存
す
る
な
ど
、
暖
流
と
寒
流
が
混
ざ
り
合
う
特

異
な
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
。
国
の
天
然
記
念
物

で
絶
滅
危
惧
種
の
コ
ク
ガ
ン
や
絶
滅
危
惧
種
の
オ
ジ

ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
の
飛
来
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
バ

イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
採
択
や
、
森
林
の
Ｆ
Ｓ

Ｃ
国
際
認
証
、
海
の
Ａ
Ｓ
Ｃ
国
際
認
証
の
取
得
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

よ
り
新
鮮
で
安
心
安
全

な
水
産
物
提
供
へ
。

　

公
園
も
併
設
さ
れ
、
地

域
の
憩
い
の
場
に
。

　

汐
見
橋
・
水
尻
橋
を
含

む
区
間
が
開
通
し
、
保
育

園
児
や
住
民
が
渡
り
初
め
。

　

南
三
陸
産
材
を
使
用
。

こ
れ
で
公
共
施
設
は
全
て

再
建
。

←

平成 25年度

564億1149万円

平成 26年度

456億7146万円

平成 27年度

542億1291万円

平成 28年度

439億8471万円

平成 29年度

297億6174万円

平成 30年度

286 億449万円

令和元年度

277億2512万円

令和 2年度

285億6000万円

南
三
陸
病
院
建
設
着
工

　

被
災
し
た
公
立
志
津

川
病
院
に
代
わ
り
、
総

合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連

結
し
た
施
設
に
。
こ
の

後
、
公
共
施
設
の
復
旧

が
本
格
化
。

※令和２年度は当初予算額

…

な
ど
様
々
な
施
設
が

計
画
ど
お
り
に
復
旧
。
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南
さ
ん
り
く
斎
苑

ひ
こ
ろ
の
里

残
業
な
ど
勤
務
状
況
の

見
直
し
は
　  

︿
総
務
費
﹀

議
案議

審
12月定例会

防潮堤
  ９工区  年度内完成は

算
正補

予
12月定例会

注
目
の
質
疑

問 高
額
家
賃
が
ネ
ッ
ク
に

問答
　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
新
し

い
災
害
公
営
住
宅
へ
移
る
と

家
賃
が
跳
ね
上
が
る
。
対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　

仮
設
住
宅
の
再
利
用
な

ど
も
検
討
し
た
が
、
費
用
が

か
か
り
す
ぎ
る
た
め
断
念
。

３
年
や
５
年
で
段
階
的
に
家

賃
を
上
げ
て
い
く
な
ど
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。

討
論

反 

対

賛 

成

　
　

こ
の
ま
ま
認
め
て
し
ま

う
と
町
民
や
観
光
客
に

多
大
な
迷
惑
が
か
か
る
。

　

 

︵
後
藤
伸
太
郎
議

員
︶
こ
の
道
路
が
な
け

れ
ば
語
り
部
活
動
な
ど

も
で
き
な
い
。
町
道
認

定
は
至
極
当
然
。

︵
及
川
幸
子
議
員
︶

答 問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
工
期

に
間
に
合
う
の
か
。

　
　

年
度
内
に
完
成
予
定
。

石
浜
防
潮
堤

　

９
億
１
８
１
０
万
円

古
い
公
営
住
宅

一
部
廃
止
、
解
体
へ

災
害
公
営
住
宅
へ

入
居
を
う
な
が
す

⇦

今回は９団地 44 戸を廃止

指
定
管
理
業
者 

２
者
を
承
認

問
　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
指
定

管
理
料
は
。

　
　

年
間
９
７
０
万
円
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
管
理

者
が
代
わ
る
が
、
新
し
い
取

り
組
み
は
。

　
　

歴
史
の
継
承
や
若
年
層

の
参
画
な
ど
、
次
世
代
の
こ

と
も
意
識
し
た
取
り
組
み
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

（
佐
藤
雄
一
議
員
）
駐
車

場
や
滑
り
台
の
整
備
は
。

　
　

効
果
的
な
整
備
を
前
向

き
に
検
討
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
開

催
の
目
的
は   

︿
総
務
費
﹀

感
染
症
対
策
と
病
院
経
営  

　  

　  

︿
病
院
事
業
会
計
﹀

委
託
期
間
は
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
の
５
年
間

問
　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
船
揚

げ
場
の
施
工
方
法
は
。

　
　

従
来
ど
お
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
を
並
べ
る
工
法
。

　
　

劣
化
し
や
す
い
の
で
は
。

　
　

予
算
面
か
ら
も
代
わ
る

工
法
は
な
い
。
で
き
る
だ
け

地
盤
を
強
固
に
仕
上
げ
る
。

滝
浜
防
潮
堤

　

９
億
９
９
７
０
万
円

答

答 問
　

（
村
岡
賢
一
議
員
）
付
近

に
ア
サ
リ
の
漁
場
が
あ
る
が
、

以
前
の
よ
う
に
漁
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
。

　
　

試
験
調
査
中
。
今
の
ま

ま
で
は
生
息
で
き
な
い
の
で
、

漁
協
と
対
応
を
検
討
す
る
。

折
立
防
潮
堤
右
岸

　

30
億
８
２
１
０
万
円

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
水
産

関
係
用
地
が
や
や
漁
港
か
ら

離
れ
て
い
る
が
。

　
　

町
有
地
の
有
効
活
用
の

た
め
、
地
元
と
協
議
し
現
在

の
位
置
に
決
定
し
た
。

港
防
潮
堤

　

１
億
９
７
０
０
万
円

答 問
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
リ
ー

ス
か
ら
買
い
取
り
に
し
た
仮

設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
今
後
活

用
す
る
の
か
。

　
　

も
と
も
と
国
費
な
の
で

町
の
財
産
に
は
で
き
な
い
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
処
分
す
る
。

平
磯
防
潮
堤（
追
加
分
）

　

１
億
７
８
３
０
万
円

答 問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
避
難

路
工
事
を
別
の
契
約
に
回
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

用
地
交
渉
が
難
航
し
た

た
め
。
金
額
的
に
大
き
な
変

更
は
な
い
。

津
ノ
宮
防
潮
堤

　

５
億
１
０
８
０
万
円

高
野
会
館
へ
の
道
路
、

町
道
認
定
に
反
対
意
見
も

今
議
会
で
７
漁
港
の

最
終
変
更
を
議
決

　
19
工
区
の
う
ち
、
既
に

完
成
し
た
２
工
区
と
今
回

の
７
工
区
を
合
わ
せ
た
９

工
区
が
完
成
見
込
み
。
年

度
当
初
、
全
体
の
６
割
完

成
を
目
指
す
と
し
て
い
た

目
標
に
近
づ
い
た
。

　
震
災
前
か
ら
あ
る
木
造

の
公
営
住
宅
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
現
在

入
居
の
な
い
も
の
を
廃
止
、

解
体
す
る
こ
と
に
。

問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
廃
止

し
た
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

土
地
は
借
地
が
多
い
の

で
、
所
有
者
に
返
還
す
る
。

　
国
道
45
号
線
か
ら
高
野

会
館
へ
下
り
る
道
路
の
完

成
に
合
わ
せ
町
道
に
認
定
。

問
　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
行
き

止
ま
り
で
な
く
建
物
を
周
回

す
る
道
路
に
で
き
な
い
か
。

　
　

災
害
復
旧
工
事
の
た
め

そ
れ
は
で
き
な
い
。

可
決

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成
13
人

　
反
対
２
人

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
指
定

管
理
料
は
。

　
　

年
間
９
８
０
万
円
。

　
　

斎
苑
の
稼
働
率
は
下
が

っ
て
い
る
の
で
は
。

　
　

ご
遺
体
や
動
物
の
火
葬

の
件
数
は
、
こ
こ
３
年
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
　

指
定
管
理
の
効
果
は
。

　
　

複
数
の
施
設
で
指
定
管

理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

配
置
す
る
職
員
の
削
減
、
経

費
の
削
減
に
は
間
違
い
な
く

つ
な
が
っ
て
い
る
。

ひ
こ
ろ
の
里

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

株
式
会
社
清
建

職
員
の
給
与
改
定
を
専
決
処
分

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
期
末

手
当
の
減
額
だ
が
、
専
決
処

分
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
総
務

省
か
ら
は
閣
議
決
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
、
議
会
で
十
分
審

議
す
る
よ
う
通
達
が
あ
り
、

県
内
で
専
決
処
分
し
た
の
は

２
町
し
か
な
い
が
。

　
　

法
律
は
公
布
さ
れ
て
初

め
て
効
力
を
持
つ
。
11
月
30

日
公
布
、
12
月
１
日
か
ら
適

用
の
た
め
、
議
会
を
開
く
い

と
ま
が
な
か
っ
た
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
入
札

不
調
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

回
は
成
立
し
た
要
因
は
。

　
　

見
積
額
に
採
用
率
を
か

け
て
予
定
額
を
積
算
す
る
が
、

前
回
使
用
し
た
設
計
業
者
で

実
績
の
あ
っ
た
採
用
率
を
見

直
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
増
大
に
も

驚
い
て
い
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
大
丈
夫
か
。

　
　

人
件
費
ま
で
含
め
年
間

２
５
０
０
万
円
ほ
ど
と
試
算

し
て
お
り
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
30
％
稼
働
す
る
と
そ
の

料
金
で
賄
え
る
計
算
だ
が
、

詳
細
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
さ
ん

さ
ん
商
店
街
で
働
く
方
た
ち

の
駐
車
場
は
。

　
　

国
道
の
向
か
い
側
の
土

地
を
借
り
て
駐
車
し
て
い
る
。

道
の
駅
新
築
工
事

 

12
億
４
３
０
０
万
円
で

最
後
の
ハ
コ
モ
ノ

最
後
の
ハ
コ
モ
ノ

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
時

間
外
勤
務
が
多
過
ぎ
な
い
か
。

　
　

復
興
を
10
年
で
と
い
う

大
き
な
使
命
感
の
中
で
仕
事

を
し
て
お
り
、
総
じ
て
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
当
町

で
開
催
す
る
目
的
は
。

　
　

震
災
後
10
年
の
感
謝
と

南
三
陸
町
の
今
を
全
国
の
皆

さ
ん
に
伝
え
る
た
め
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
コ
ロ

ナ
対
策
は
。

　
　

今
後
、
観
覧
者
数
の
設

定
な
ど
を
詰
め
て
い
く
。

答 問神
割
崎
設
備
改
修
は
な

ぜ
必
要
か 

　 

︿
商
工
費
﹀

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
消
防

団
員
不
足
の
要
因
は
待
遇
に

あ
る
の
で
は
。
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　

団
員
は
全
体
的
に
定
数

に
達
し
て
い
な
い
。
幹
部
の

方
々
と
共
に
そ
の
地
区
で
の

勧
誘
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
キ
ャ

ン
プ
場
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ハ
ウ

ス
改
修
工
事
の
内
容
は
。

　
　

ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
を
増
設

し
て
の
営
業
に
は
、
営
業
許

可
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

た
め
、
今
回
の
改
修
で
浴
室

を
増
や
す
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
仙
台

市
で
は
コ
ロ
ナ
の
行
政
検
査

を
行
っ
て
い
る
。
当
町
で
は

体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

　
　

県
か
ら
借
用
し
て
い
る

仮
設
テ
ン
ト
で
検
体
採
取
は

実
施
し
て
い
る
。
使
用
期
限

が
切
れ
る
の
で
県
と
協
議
し
、

代
替
設
備
を
設
け
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
伴
う
マ
イ
ナ
ス

を
ど
の
よ
う
に
返
し
て
い
く

の
か
。

　
　

入
院
、
外
来
と
も
患
者

が
減
っ
て
い
る
。
今
後
の
推

移
予
測
は
非
常
に
難
し
い
。

答

問
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
ブ
ロ

清
水
防
潮
堤

　

16
億
２
９
６
０
万
円

ッ
ク
の
形
状
変
更
の
理
由
は
。

　
　

業
者
提
案
で
、
１
個
あ

た
り
を
大
き
く
し
て
個
数
を

減
ら
し
、
減
額
し
た
も
の
。

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
を 

　
　
　
　
　  

︿
消
防
費
﹀



答 問答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

問答

答問答問答

問問答問答

問答 答

南三陸町議会だより 第60 号 ●６南三陸町議会だより 第60 号●７

台湾からの支援も

デ
ジ
タ
ル
化
の
支
援
も

算
正補

予
10月臨時会

倉
橋 

誠
司 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

議
案議

審
10月臨時会

議
案議

審
11月臨時会

問

問 問答

答

答
　
　

あ
と
３
か
月
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
と
な
る
。

公
共
土
木
施
設
の
復
旧
は
で

き
て
い
る
か
。

　
　

原
型
復
旧
が
原
則
だ
が
、

地
盤
の
か
さ
上
げ
な
ど
今
後

の
土
地
利
用
の
在
り
方
を
協

議
し
、
機
能
を
確
保
し
な
が

ら
復
旧
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

10
年
の
節
目
に
、
今
ま

で
支
援
を
頂
い
た
方
々
へ
の

結
果
報
告
は
必
要
な
い
か
。

　
　

感
謝
状
と
記
念
品
と
併

せ
て
資
料
も
渡
し
て
い
る
。

10
年
経
過
し
た
後
に
は
、
当

町
の
復
旧
復
興
の
歩
み
を
ま

も
さ
れ
贅
沢
品
に
見
え
る
。

目
的
外
使
用
に
な
ら
な
い
か
。

　
　

査
定
を
受
け
て
復
興
庁

の
了
解
を
得
て
い
る
の
で
懸

念
は
な
い
。

　
　

復
興
し
た
土
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
評
価
基
準

は
。

　
　

地
方
税
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
震
災
被
害
を
受
け
て

あ
と
３
か
月
で
震
災
か
ら
10
年
に
な
る
が

町
長
　
震
災
復
興
計
画
に
基
づ
き
各
種
事
業
を
実
施

復興復旧

問 と
め
る
予
定
。

　
　

ロ
ー
マ
帝
国
の
道
路
政

策
を
も
じ
っ
て
﹁
す
べ
て
の

道
は
さ
ん
さ
ん
商
店
街
に
通

ず
﹂
と
の
話
を
聞
い
た
が
、

町
の
政
策
か
。

　
　

国
道
整
備
は
国
や
県
の

沿
道
利
用
の
考
え
方
、
利
便

性
が
反
映
さ
れ
る
。

　
　

中
橋
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

い
な
い
土
地
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

高
野
会
館
周
辺
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
復
旧
整
備
の
進
捗

状
況
は
。
修
学
旅
行
生
が
多

く
来
て
い
る
。
安
全
性
を
考

慮
し
、
周
回
で
き
る
道
路
整

備
を
検
討
し
て
は
。

見込みの甘さが原因　町長陳謝

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
総
額

の
内
訳
が
不
明
確
だ
。
闇
に

隠
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
当
初
見
積
り
が
甘
か
っ

た
の
で
は
。

　
　

設
計
業
者
の
積
算
の
考

え
方
と
見
積
り
徴
収
先
の
金

道の駅建設予算５億 5000万円増額道の駅建設予算５億 5000万円増額

討
論

反 

対

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し

た
今
こ
そ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
等
へ
の
効
果
を

鑑
み
た
導
入
が
必
要
だ
。

︵
今
野
雄
紀
議
員
︶

議
会
基
本
条
例
改
正

反
問
権
を
制
定

国
と
県
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
対
し
て
町
は

町
長
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
進
め
た
い

デジタル化
　
　

菅
内
閣
が
発
足
し
、
平

井
デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣
の
任

命
が
あ
っ
た
。
村
井
知
事
も

み
や
ぎ
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
宣
言
を
表
明
し
た
。
町
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

住
民
の
利
便
性
向
上
、

働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
国
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
対
応

を
検
討
し
、
庁
内
で
の
議
論

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

現
状
で
は
ど
こ
ま
で
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
完

結
す
る
手
続
き
は
ま
だ
な
い
。

国
や
県
の
シ
ス
テ
ム
で
、
特

別
定
額
給
付
金
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
一
部
利
用
は
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
予
算
で
配
置
し
た
端

末
で
子
育
て
や
高
齢
者
関
係

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

認
め
印
の
廃
止
を
検
討

し
て
は
。

　
　

押
印
廃
止
に
よ
り
、
手

続
き
の
簡
略
化
や
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
推
進
で
き
る
。
代
替

手
段
の
電
子
申
請
の
普
及
も

必
要
に
な
る
が
、
進
め
た
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
は
進
み
そ
う
か
。

　
　

窓
口
で
職
員
が
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
用
し
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
も

努
め
て
い
る
。
11
月
15
日
時

点
で
２
千
３
百
枚
。
令
和
３

　
　

県
工
事
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
今
年
度
末
の
事

業
完
遂
に
向
け
て
鋭
意
工
事

を
進
め
て
い
る
。
今
の
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
高
野
会
館

を
周
回
す
る
道
路
の
構
築
は

難
し
い
。

年
度
は
70
％
、
４
年
度
に
は

１
０
０
％
の
交
付
を
目
標
に

積
極
的
に
啓
発
を
行
い
た
い
。

　
　

病
院
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
可
能
性
は
。

　
　

医
師
が
少
な
い
地
方
医

療
機
関
で
は
一
定
程
度
以
上

機
能
す
る
と
思
う
が
、
財
政

的
な
問
題
も
あ
る
。
放
射
線

画
像
診
断
等
で
既
に
実
施
し

て
い
る
が
、
対
面
診
療
に
つ

い
て
は
導
入
に
向
け
て
検
討

し
た
い
。
時
代
の
要
請
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

てんこ盛り商品券
　　混乱招く
てんこ盛り商品券
　　混乱招く
てんこ盛り商品券
　　混乱招く

　
10
月
24
日
︵
土
︶
、
25

日
︵
日
︶
の
一
般
販
売
会

の
早
朝
に
駐
車
場
が
満
車

に
な
り
、
幹
線
道
路
が
渋

滞
す
る
な
ど
し
た
た
め
、

整
理
券
配
布
を
朝
６
時
30

分
に
繰
り
上
げ
た
こ
と
に

よ
り
、
混
乱
を
招
い
た
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
今
後

の
販
売
方
法
は
。
町
民
優
先

に
す
べ
き
で
は
。
公
平
性
は

保
た
れ
て
い
る
か
。

　
　

想
定
が
甘
か
っ
た
。
抽

選
と
す
る
。
再
検
討
し
て
い

く
が
、
町
民
の
生
活
関
連
利

用
よ
り
も
地
域
経
済
の
回
復

の
た
め
、
宿
泊
客
利
用
に
よ

る
効
果
を
期
待
し
た
い
。
町

民
向
け
先
行
販
売
で
町
民
へ

の
配
慮
は
行
っ
た
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
町
民

向
け
先
行
販
売
で
よ
り
多
く

を
販
売
し
て
お
く
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
う
。
残
り

の
分
は
、
地
区
毎
の
人
口
に

比
例
し
て
販
売
し
て
は
。

　
　

参
考
に
し
た
い
。
抽
選

方
法
は
往
復
は
が
き
か
官
製

は
が
き
に
よ
る
も
の
か
検
討

し
た
い
。

令和３年度の債務負担限度額を補正　

１２億３８００万円まで引き上げ

津
波
伝
承
施
設
予
算
補
正

見
積
採
用
単
価
見
直
し

Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
充
電
施
設
１
基

案
内
サ
イ
ン
90
か
所
に

３
９
８
号
線
舗
装
改
良
も

額
に
差
が
あ
っ
た
。
設
計
業

者
の
実
績
を
採
用
し
た
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
光
熱

費
や
人
件
費
等
、
年
間
の
維

持
管
理
費
は
。
年
約
３
０
０

万
円
と
聞
い
て
い
た
が
、
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

充
電
施
設
も
加
わ
り
膨
ら
む

の
で
は
。

　
　

今
回
大
き
な
増
額
と
な

る
の
で
、
改
め
て
維
持
管
理

費
の
ス
タ
デ
ィ
ー
を
し
た
い
。

教
育
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

25
台
購
入
、
各
学
校
へ

１階はBRT高速バス町民バス等の交通拠点、シアターギャラリー
含む伝承機能、観光交流スペースに。２階は展望デッキに。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
誰
が
。

　
　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
各
学

校
の
判
断
だ
が
、
購
入
先
に

お
世
話
に
な
る
の
が
一
般
的

だ
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
生
徒

数
が
減
少
し
た
場
合
の
考
え

は
。

　
　

今
回
は
普
通
教
室
向
け
。

将
来
は
、
理
科
室
・
音
楽
室

や
少
人
数
学
級
で
の
利
用
も

可
。

賛 

成

　

 

︵
後
藤
伸
太
郎
議

員
︶
コ
ロ
ナ
状
況
下
の

今
こ
そ
、
子
供
た
ち
に

十
分
な
教
育
の
機
会
を

与
え
る
べ
き
だ
。

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

で
の
議
論
を
受
け
て
、
臨
時

会
に
て
正
式
に
条
例
を
改
正
。

（
詳
し
く
は
↓
Ｐ
16
）

可
決

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成
14
人

　
反
対
１
人
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が
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た
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議
員

一
般
質
問

千
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伸
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議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
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問

問

問

答
　
　

当
該
仮
設
橋
は
小
森
団

地
へ
の
進
入
道
路
で
も
あ
り
、

住
民
の
生
活
道
路
で
あ
る
。

そ
の
機
能
が
奪
わ
れ
る
こ
と

で
不
便
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

災
害
や
火
災
時
、
有
事
の
際

に
地
区
の
孤
立
化
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
と
考
え
る
。
住
民

の
た
め
の
行
政
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　

小
森
地
内
の
仮
設
橋
に

つ
い
て
は
、
三
陸
道
事
業
完

了
後
に
国
交
省
に
お
い
て
撤

去
す
る
。
撤
去
に
伴
う
対
応

案
と
し
て
、
既
存
町
道
の
ル

ー
ト
に
つ
い
て
、
舗
装
の
修

繕
や
通
行
困
難
な
区
間
等
を

対
象
に
、
車
両
退
避
場
の
設

置
や
拡
幅
等
の
道
路
改
良
を

計
画
し
て
い
く
。

　
　

国
が
行
う
事
業
と
は
い

え
、
地
区
民
が
犠
牲
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
仮
設

橋
の
撤
去
を
町
と
し
て
容
認

す
る
の
か
。

　
　

関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
て
き
た
が
、
仮
設
構
造
物

で
あ
る
現
状
で
は
、
治
水
上

安
全
な
河
川
構
造
物
と
し
て

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

と
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
か

ら
、
河
川
占
用
等
許
可
の
継

続
は
困
難
で
あ
る
と
回
答
を

得
た
。

　
　

新
ル
ー
ト
が
白
紙
に
な

っ
た
理
由
は
。

　
　

国
道
沿
い
の
地
権
者
の

方
に
担
当
課
よ
り
何
度
か
お

願
い
を
し
て
き
た
が
、
一
切

小
森
地
内
の
仮
設
橋
撤
去
を
町
と
し
て
容
認
す
る
の
か

町
長
　
県
か
ら
河
川
占
用
等
許
可
の
継
続
は
困
難
で
あ
る

仮設橋撤去

復旧工事完了後解体撤去される小森地内の牛峯橋

協
力
は
で
き
な
い
と
の
回
答

を
得
た
の
で
断
念
し
た
。

　
　

地
権
者
に
丁
寧
な
説
明

を
し
て
き
た
結
果
な
の
か
。

あ
り
き
で
進
め
て
地
権
者
の

気
持
ち
を
損
な
っ
た
の
で
は
。

　
　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

震
災
直
後
か
ら
根
の
深
い
問

題
が
あ
り
、
大
変
難
し
い
と

の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

　
　

震
災
前
の
橋
は
町
で
つ

く
っ
た
も
の
な
の
か
。
町
で

つ
く
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

復
興
計
画
の
中
に
組
み
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

町
道
認
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
町
で
設
置
し
た
も
の

だ
と
思
う
。

　
　

大
震
災
で
被
災
し
た
橋

は
ほ
と
ん
ど
復
旧
工
事
と
い

う
こ
と
で
、
当
初
計
画
さ
れ

な
く
て
は
と
思
う
が
、
計
画

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

再
度
橋
を
架
け
る
と
な

る
と
取
付
関
係
上
、
ど
う
し

て
も
構
造
上
あ
の
場
所
に
は

つ
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

様
々
な
検
討
を
し
た
が
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　

こ
の
橋
は
言
う
ま
で
も

な
く
地
域
住
民
の
生
活
道
路

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
用

者
が
多
く
、
配
送
者
の
順
路

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
必

要
な
橋
だ
と
思
う
が
。

　
　

小
森
牛
峰
橋
の
代
替
を

種
々
検
討
し
、
関
係
機
関
と

協
議
を
し
て
町
と
し
て
も
残

し
た
い
と
進
め
て
き
た
が
、

国
・
県
か
ら
の
了
解
は
残
念

な
が
ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　

側
道
を
つ
く
っ
た
意
味

が
あ
る
の
か
。
何
の
た
め
の

道
路
な
の
か
。

　
　

三
陸
道
の
ラ
ン
プ
の
管

理
用
の
道
路
。
最
終
的
に
は

町
の
ほ
う
に
移
管
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
　

側
道
が
熊
田
橋
ま
で
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　

旧
小
森
ふ
化
場
の
隣
に

道
路
が
あ
っ
た
が
町
道
で
は

な
く
、
ふ
化
場
を
大
き
く
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
所

有
の
土
地
を
町
で
買
収
し
た

た
め
現
在
は
通
れ
な
い
。

問

問

問

答

答

答
　
　

先
行
・
一
般
販
売
の
成

果
は
。

　
　

先
行
販
売
で
は
、
経
済

対
策
と
し
て
多
く
の
方
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。

　
　

町
外
の
人
で
、
当
日
買

え
な
か
っ
た
方
へ
の
対
応
は
。

　
　

特
別
の
対
応
は
し
な
い
。

　
　

残
っ
た
一
般
販
売
が
遅

れ
た
事
で
の
期
間
の
延
長
は
。

　
　

経
済
は
生
き
も
の
。
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
の
回
復

が
あ
り
、
延
長
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　

一
般
販
売
の
ル
ー
ル
の

決
め
方
と
町
長
の
責
任
は
。

の
謝
罪
を
求
め
る
声
が
あ
る

が
。

　
　

広
報
紙
に
載
せ
る
つ
も

り
は
な
い
。

て
ん
こ
盛
り
商
品
券
の
町
長
の
責
任
と
謝
罪
は

町
長
　
臨
時
会
で
混
乱
の
説
明
を
し
、
重
く
受
け
と
め
て
い
る

町民配布

答

問答

　
　

企
画
課
が
過
去
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
等

を
参
考
に
し
て
、
協
議
し
て

決
定
し
た
。

　
　

町
民
か
ら
広
報
な
ど
で

子
供
た
ち
の
大
震
災
か
ら
の
心
の
ケ
ア

と
コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
守
る
対
策
は

教
育
長
　
学
校
・
家
庭
・
教
育
委
員
会
が

　
　
　
　

連
携
し
取
り
組
む

心のケア
　
　

﹁
い
じ
め
﹂
や
﹁
不
登

校
﹂
の
状
況
は
。

　
　

学
校
か
ら
毎
月
報
告
が

あ
る
。
人
数
に
つ
い
て
は
、

個
人
が
特
定
さ
れ
る
の
で
公

表
し
て
い
な
い
。

　
　

不
登
校
の
理
由
は
。

　
　

友
人
関
係
や
学
力
不
振

な
ど
、
様
々
な
要
因
が
重
な

り
合
っ
て
い
る
。

　
　

対
策
と
し
て
は
。

　
　

不
登
校
を
生
ま
な
い
た

め
の
﹁
行
き
た
く
な
る
学
校

づ
く
り
﹂
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
下
の
中
で
、

﹁
不
登
校
﹂
や
﹁
い
じ
め
﹂

は
見
ら
れ
る
か
。

　
　

減
少
の
傾
向
に
あ
り
、

心
の
ケ
ア
は
関
係
機
関
と
情

報
を
共
有
し
て
、
問
題
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
子

供
へ
の
学
習
格
差
は
な
い
か
。

　
　

90
％
の
子
供
は
頑
張
り

た
い
と
話
し
、
10
％
は
良
い

と
は
思
わ
な
い
と
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
が
出
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
良
さ
を
子
供
た
ち
と

一
緒
に
考
え
た
い
。

工
務
店
や
建
設
職
人
の
住
宅
リ
ホ
ー
ム

補
助
制
度
を

町
長
　
耐
震
診
断
や
介
護
保
険
制
度
の

　
　
　

活
用
で
修
繕
を

コロナ対策
　
　

収
入
減
へ
の
建
設
関
連

者
へ
の
支
援
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
で
の
減

収
割
合
に
よ
り
、
国
は
持
続

化
給
付
金
、
町
で
は
経
営
持

続
給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　
　

気
仙
沼
市
の
30
万
円
以

上
の
工
事
に
10
万
円
の
助
成

の
よ
う
な
事
業
は
で
き
な
い

か
。

　
　

気
仙
沼
市
の
制
度
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　
　

耐
震
診
断
に
よ
る
大
震

災
後
の
木
造
住
宅
の
修
復
の

拡
充
は
。

　
　

耐
震
工
事
を
し
た
場
合
、

現
在
57
万
５
千
円
だ
が
、
令

和
３
年
度
か
ら
国
か
ら
50
万

円
、
県
か
ら
25
万
円
、
町
か

ら
35
万
円
と
、
１
１
０
万
円

ま
で
拡
充
さ
れ
る
見
込
み
。

　
　

高
齢
者
の
転
倒
防
止
対

策
の
介
護
保
険
制
度
の
負
担

は
。

　
　

同
一
対
象
者
20
万
円
で
、

７
〜
９
割
が
負
担
さ
れ
、
自

己
負
担
は
１
〜
３
割
と
な
る
。

目的不明の側道
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今は立ち入れない旧志津川駅

問

　
　

ま
も
な
く
震
災
か
ら
10

年
。
遺
構
に
対
す
る
町
の
考

え
を
聞
く
。
旧
防
災
対
策
庁

舎
の
今
後
は
。

　
　

あ
と
10
年
県
有
化
。
保

存
か
解
体
か
、
そ
の
間
に
議

論
す
る
。
祈
念
公
園
も
完
成

し
た
の
で
、
今
後
本
格
的
な

議
論
を
始
め
る
。

　
　

高
野
会
館
は
町
で
引
き

受
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
議

会
も
判
断
し
た
。
健
康
被
害

の
懸
念
が
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

の
除
去
は
さ
れ
た
か
。

　
　

民
間
所
有
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
町
で
の
対
応
は
検

討
し
て
い
な
い
。

　
　

志
津
川
駅
の
一
部
が
現

存
し
て
い
る
。
立
ち
入
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
町
で

譲
り
受
け
て
、
一
定
の
整
備

を
す
る
方
針
。

　
　

祈
念
公
園
の
北
側
に
せ

せ
ら
ぎ
公
園
が
残
っ
て
い
る
。

答

ど
の
よ
う
に
震
災
を
伝
承
す
る
の
か

町
長
　
南
三
陸
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
を
防
災
教
育
の
拠
点
に

教訓伝承

答

答

答

答

答

答
　
　

高
校
の
魅
力
化
実
現
に

は
中
高
一
貫
教
育
の
見
直
し
、

解
消
が
必
要
で
は
。

　
　

魅
力
化
の
取
り
組
み
と

中
高
一
貫
教
育
は
分
け
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
本
質
的

な
志
津
川
高
校
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き

魅
力
化
構
想
の
具
現
化
に
努

め
て
い
く
。

　
　

今
年
２
月
の
内
田
樹
研

究
室
と
い
う
ブ
ロ
グ
で
週
刊

金
曜
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い

う
記
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
中
高
一
貫
教
育
が
子
供
た

ち
の
成
熟
を
妨
げ
て
い
る
。

健康・観光・生きがいづくりにも！

問

遺構のこれからを考える必要も

己
同
一
性
を
早
く
決
め
て
、

あ
と
は
そ
こ
か
ら
一
歩
も
出

る
な
。
自
分
ら
し
さ
を
貫
け

と
い
う
の
は
成
熟
す
る
な
と

い
う
こ
と
で
、
成
熟
化
と
は

昨
日
言
っ
た
こ
と
と
全
然
違

う
こ
と
を
言
っ
た
り
、
昨
日

の
語
り
口
と
違
っ
た
り
、
語

彙
が
変
わ
り
、
表
情
、
感
情
、

振
る
舞
い
が
変
わ
っ
て
い
く

再
整
備
す
る
の
か
。

　
　

現
況
を
あ
る
程
度
維
持

し
た
ま
ま
、
除
草
な
ど
の
整

備
を
お
こ
な
う
。

　
　

教
育
の
中
で
は
ど
の
よ

う
に
震
災
の
伝
承
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
か
。

　

︵
教
育
長
︶
社
会
な
ど
の

教
科
で
も
学
習
し
、
避
難
所

運
営
訓
練
や
少
年
防
災
ク
ラ

ブ
の
活
動
な
ど
で
も
防
災
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　
　

そ
の
学
習
の
中
で
の
遺

構
の
活
用
は
。

　

︵
教
育
長
︶
こ
れ
ま
で
は

一
定
の
距
離
を
保
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
祈
念
公
園
や

南
三
陸
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル

を
実
際
に
訪
れ
、
震
災
や
そ

こ
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
学

ば
せ
た
い
。

　
　

道
の
駅
の
整
備
費
用
が

増
大
し
て
い
る
。
見
合
う
効

果
が
得
ら
れ
る
か
。

　
　

防
災
教
育
の
拠
点
と
し

て
多
く
の
方
に
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
定
着
し
て
も
ら
え
る

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
移
住
定
住
の
政
策
を

町
長
　
ど
こ
に
絞
る
か
が
大
切

ゆる移住
よ
う
、
展
示
計
画
や
学
び
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
中
。
し

お
さ
い
通
り
な
ど
周
辺
エ
リ

ア
の
活
用
方
法
も
含
め
様
々

な
場
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　

町
民
が
外
か
ら
の
お
客

さ
ん
を
連
れ
て
い
き
た
く
な

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

こ
こ
だ
け
で
学
び
が
完

結
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ

こ
か
ら
町
内
各
所
に
人
が
流

れ
る
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
整
備
を
進
め
る
。

　
　

全
体
開
園
し
た
祈
念
公

園
だ
が
、
ど
う
維
持
管
理
し

て
い
く
の
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
も
ら
い

な
が
ら
、
職
員
自
身
の
手
で

主
体
的
に
管
理
し
て
い
く
。

志
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
方
た

ち
の
後
輩
で
あ
る
我
々
の
仕

事
だ
と
思
う
。

　
　

そ
の
気
持
ち
は
尊
重
し

た
い
が
、
芝
の
管
理
な
ど
に

相
当
な
手
間
が
か
か
っ
て
い

る
の
も
事
実
。
効
率
性
も
考

え
る
べ
き
で
は
。

　
　

全
て
自
分
た
ち
で
管
理

す
る
こ
と
に
は
限
界
も
あ
り
、

委
託
す
る
部
分
も
出
て
く
る

が
、
魂
の
部
分
は
大
切
に
、

想
い
を
寄
せ
て
作
業
を
す
る
。

　
　

旧
防
災
対
策
庁
舎
に
関

す
る
議
論
が
こ
れ
か
ら
本
格

化
し
て
い
く
が
、
や
は
り
庁

舎
は
見
た
く
な
い
と
い
う
方

も
い
る
。
ど
う
ケ
ア
し
て
き

た
の
か
。

　
　

見
た
い
、
見
た
く
な
い

と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
庁

舎
の
存
在
そ
の
も
の
が
許
せ

な
い
と
い
う
の
が
本
音
だ
と

い
う
方
も
い
る
の
だ
と
思
う
。

そ
う
い
う
方
た
ち
に
、
こ
ち

ら
か
ら
何
か
を
問
い
か
け
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

後
藤 

伸
太
郎 

議
員

一
般
質
問

今
野 

雄
紀 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

中
高
一
貫
の
解
消
で
高
校
の
魅
力
化
を

町
長
　
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
す
る

本質的魅力

　
　

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

　
　

平
成
28
年
よ
り
移
住
・

定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
４
年
間
で
40
組
67
名
が

移
住
し
て
き
た
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
経
費
は
。

　
　

約
７
千
万
円
投
入
し
て

い
る
。

　
　

一
人
あ
た
り
１
０
０
万

円
相
当
だ
が
、
最
近
読
ん
だ

﹃
﹁
山
奥
ニ
ー
ト
﹂
や
っ
て

ま
す
﹄
と
い
う
本
の
腰
巻
に
、

嫌
な
こ
と
を
せ
ず
１
万
８
千

円(

月
額)
で
暮
ら
す
方
法
と

あ
っ
た
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
移
住
政

策
は
。

　
　

地
区
を
絞
る
の
も
あ
り

か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
こ
に

絞
る
か
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
　

限
界
集
落
的
な
地
区
へ

低
額
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ

ム
を
導
入
し
て
の
実
現
は
。

　
　

提
案
と
し
て
は
伺
っ
て

お
き
た
い
。

問

答

問

集
団
主
義
で
の
同
質
化
圧
よ

り
も
、
そ
れ
以
上
に
自
己
同

一
化
圧
の
ほ
う
が
強
く
12
歳

の
時
に
キ
ャ
ラ
を
あ
て
が
わ

れ
、
そ
れ
を
18
歳
ま
で
維
持

し
な
い
と
居
場
所
が
な
く
な

る
。
自
分
探
し
の
旅
や
自
分

ら
し
く
生
き
る
と
か
、
ベ
ス

ト
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

と
い
う
言
葉
は
、
ど
れ
も
自

こ
と
が
大
事
で
、
成
熟
す
る

に
は
大
切
と
言
っ
て
い
る
が
。

　
　

日
本
の
地
域
社
会
に
お

い
て
は
中
高
一
貫
教
育
の
問

題
で
は
な
く
、
保
育
所
か
ら

18
年
間
一
緒
に
生
活
し
て
い

く
中
で
、
地
域
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
に
は
避
け
ら
れ
な

い
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
高
校

生
も
乗
れ
る
よ
う
に
し
て
は
。

　
　

乗
車
中
の
責
任
、
安
全

性
、
い
ろ
い
ろ
な
調
整
な
ど

細
か
い
問
題
が
た
く
さ
ん
あ

る
。

残
土
活
用
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

町
長
　
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
悪
く
な
い

健康と観光
　
　

推
定
の
残
土
量
は
。

　
　

11
月
時
点
で
24
万
㎥
で
、

今
後
17
万
７
千
㎥
を
利
用
し

約
６
万
３
千
㎥
が
残
る
。
旧

清
水
小
と
旧
戸
倉
小
跡
地
に

て
管
理
す
る
。

　
　

戸
倉
小
跡
地
な
ど
と
モ

ザ
イ
ク
状
の
民
有
地
を
利
用

し
、
起
伏
を
つ
け
た
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
の
活
用
は
。

　
　

ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
悪

く
な
い
。

　
　

モ
ザ
イ
ク
状
の
土
地
を

あ
え
て
集
約
せ
ず
、
借
用
な

ど
で
使
い
、
国
等
へ
買
い
取

り
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

復
興
の
ハ
ー
ド
面
に
対

し
て
の
財
源
手
当
は
終
了
し

て
お
り
、
現
実
的
に
は
不
可

能
だ
。
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答

答 問

問

答問

問

問

答

問

問

答

答

問

問

答

問問

問
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広
葉
樹
の
活
用
で
放
置
林
を
宝
の
山
に

答

問

答
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業

計
画
の
達
成
状
況
は
。

　
　

ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
事
業

化
に
意
欲
を
示
す
民
間
事
業

者
の
後
押
し
に
補
助
金
を
交

付
し
、
域
内
残
材
集
積
実
証

の
コ
ス
ト
試
算
、
事
業
規
模

等
事
業
性
評
価
を
実
施
し
て

い
る
。
年
度
内
に
方
向
性
が

ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　

ペ
レ
ッ
ト
使
用
量
増
加

の
環
境
づ
く
り
の
想
い
を
込

め
て
い
る
の
か
。

　
　

製
造
採
算
ラ
イ
ン
は
１

４
０
０
ｔ
。
使
用
量
は
３
０

０
ｔ
で
事
業
と
し
て
成
り
立

た
ず
、
林
地
残
材
活
用
で
の

小
規
模
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

成
り
立
つ
か
の
検
証
で
あ
る
。

　
　

町
面
積
の
約
77
％
が
森

林
。
林
地
材
の
活
用
と
共
に

多
く
を
占
め
る
広
葉
樹
活
用

の
考
え
が
必
要
。
30
年
伐
期

で
循
環
さ
せ
る
と
資
源
は
無

限
だ
。
脱
炭
素
社
会
の
訪
れ

で
、
荒
れ
た
山
を
宝
の
山
に

変
え
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

　
　

広
葉
樹
の
認
証
材
と
し

て
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
需
要

は
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ

認
証
部
分
で
広
葉
樹
も
検
討

し
た
い
。
放
置
さ
れ
た
森
林

が
多
い
が
、
町
の
大
き
な
財

産
で
あ
り
町
と
し
て
啓
蒙
活

動
な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

森
林
資
源
活
用
の
発
電

施
設
・
温
浴
施
設
、
め
ぐ
る

問

答

コロナ禍のサンオーレ袖浜

答

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
複
合
施

設
整
備
で
人
が
集
ま
る
、
行

っ
て
み
た
い
環
境
整
備
で
の
、

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止

な
ど
の
健
康
増
進
、
福
祉
の

向
上
を
図
り
医
療
費
削
減
に

繋
げ
る
な
ど
、
多
方
面
で
の

検
討
が
必
要
だ
。
エ
コ
タ
ウ

ン
の
取
り
組
み
体
験
と
学
べ

る
環
境
づ
く
り
に
も
十
二
分

に
対
応
で
き
る
が
。

　
　

出
口
戦
略
が
一
番
。
温

浴
施
設
誘
致
な
ど
に
努
め
て

き
た
が
、
採
算
ベ
ー
ス
で
企

業
誘
致
に
は
至
っ
て
な
い
。

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

菅
原 

辰
雄 

議
員

一
般
質
問

及
川 

幸
子 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

答

答

答

答

答

答

７
千
万
円
か
け
て
も
機
能
不
十
分

町
長
　
県
内
12
市
町
が
住
宅
公
社
に
委
託

復興住宅

答

答

答
　
　

女
川
原
発
30
㎞
圏
内
の

首
長
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　

宮
城
県
と
立
地
自
治
体

の
判
断
を
尊
重
す
る
。

　
　

戸
倉
だ
け
で
は
な
く
、

風
向
き
で
全
町
が
危
惧
さ
れ

る
。
避
難
先
も
変
わ
る
た
め
、

町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
で
あ
る
。
移
動
手
段
は
。

　
　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
今
後
検
討
し
た

い
。
基
本
的
に
は
自
家
用
車

だ
が
、
足
の
な
い
人
は
バ
ス

利
用
も
考
え
て
い
る
。

　
　

公
園
付
近
は
国
道
だ
け

で
枝
道
が
な
く
、
一
斉
避
難

時
の
渋
滞
が
心
配
だ
が
。

　
　

検
査
の
た
め
、
ア
リ
ー

ナ
を
経
由
し
て
移
動
す
る
。

　
　

知
事
は
県
民
と
熟
議
を

さ
れ
た
と
思
う
か
。
県
民
投

票
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

知
事
が
決
断
し
た
こ
と

に
私
が
意
見
を
す
る
立
場
で

２
年
後
に
は
７
度
高
い
流
水
排
出
な
る

町
長
　
女
川
周
辺
海
域
だ
け
１
度
上
昇

環境汚染

再稼働反対要請に動く女性議員達

は
な
い
。
県
民
投
票
条
例
案

が
県
議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ

と
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

福
島
原
発
事
故
被
害
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　

放
射
能
汚
染
な
ど
に
よ

る
農
林
水
産
物
の
風
評
被
害

や
居
住
区
域
制
限
な
ど
、
甚

大
な
被
害
は
事
実
で
あ
る
。

　
　

海
水
温
の
上
昇
で
不
漁

が
続
き
、
水
産
業
に
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
る
。
税
収
の

心
配
も
あ
る
。
要
因
は
。

　
　

海
水
温
の
上
昇
は
、
原

発
と
関
係
な
い
と
思
う
。

　
　

先
日
、
県
内
の
女
性
議

員
で
視
察
し
た
。
再
稼
働
す

る
と
、
冷
却
す
る
の
に
海
水

を
引
き
、
使
用
後
の
水
が
７

度
高
く
、
１
分
間
に
10
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
３
６
０
台
分
を
放
出

す
る
と
確
認
し
た
。

　
　

１
度
以
上
の
海
水
温
の

上
昇
は
、
女
川
周
辺
海
域
の

み
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　
　

明
日
に
ミ
サ
イ
ル
な
ど

が
飛
ん
で
来
た
ら
、
一
発
で

原
爆
投
下
と
同
じ
く
被
爆
す

る
危
険
性
を
感
じ
た
。
人
の

命
は
天
秤
に
か
け
ら
れ
な
い
。

　
　

女
川
町
長
の
判
断
に
私

が
と
や
か
く
言
え
な
い
。

　
　

気
仙
沼
の
キ
ノ
コ
か
ら

高
い
濃
度
の
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
が
、
当
町
は
。

　
　

当
町
の
キ
ノ
コ
か
ら
も

高
い
線
量
が
出
て
い
る
。

　
　

気
仙
沼
地
区
で
は
太
陽

光
発
電
で
２
万
世
帯
の
７
割

町
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

町
長
　
一
億
円
で
老
朽
管
・
石
綿
管
路

　
　
　
更
新
工
事
を
進
め
る

老朽化対策
を
賄
っ
て
い
る
。
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
。

　
　

自
然
発
電
な
ど
で
賄
え

る
現
状
で
は
な
く
、
ミ
ッ
ク

ス
電
源
な
ど
で
の
電
力
の
安

定
供
給
を
望
む
。

　
　

住
宅
料
未
納
の
要
因
と

対
策
を
伺
う
。

　
　

滞
納
家
賃
の
分
納
納
付

が
で
き
な
い
入
居
者
が
多
い
。

臨
戸
訪
問
を
重
点
的
に
、
滞

納
徴
収
業
務
を
行
い
た
い
。

　
　

住
宅
使
用
料
一
部
現
年

度
分
を
滞
納
繰
越
と
し
て
、

次
年
度
に
入
れ
た
理
由
は
。

　
　

事
務
処
理
が
間
に
合
わ

ず
、
滞
納
繰
越
で
処
理
し
た
。

今
後
は
事
務
の
見
直
し
を
行

い
、
適
切
に
処
理
し
た
い
。

　
　

７
千
万
円
か
け
て
住
宅

公
社
に
委
託
す
る
メ
リ
ッ
ト
・

問答 デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

県
内
12
市
町
が
委
託
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
様
々
な
対

応
が
可
能
で
あ
る
。
各
種
申

請
書
類
が
公
社
を
経
由
す
る

の
で
、
事
務
処
理
に
時
間
を

要
す
る
。

　
　

今
後
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　

人
口
減
に
伴
う
家
賃
収

入
減
、
ま
た
、
維
持
管
理
費

の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
悪

質
滞
納
者
に
は
、
明
渡
し
も

視
野
に
検
討
。

森
林
資
源
活
用
で
荒
れ
た
山
を
宝
の
山
に

町
長
　
町
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
啓
蒙
活
動
に
努
め
る

地域資源活用

　
　

被
災
し
な
か
っ
た
内
陸

部
で
水
道
送
水
管
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
現

状
認
識
と
対
応
策
は
。

　
　

水
道
管
は
約
２
３
３
㎞

で
、
布
設
後
40
年
以
上
の
老

朽
管
が
約
36
㎞
あ
る
。
過
去

３
年
間
で
漏
水
件
数
１
３
１

件
。
志
津
川
55
件
、
戸
倉
15

件
、
入
谷
15
件
、
歌
津
46
件

で
発
生
し
て
い
る
。
令
和
２

年
上
半
期
で
21
件
あ
る
。
原

因
は
経
年
劣
化
や
事
業
創
設

期
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
や
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
な
ど
は
影
響

が
大
き
く
、
管
更
新
は
重
要

課
題
だ
。
現
在
震
災
復
旧
工

事
で
69
㎞
が
更
新
済
み
だ
が
、

多
く
が
残
っ
て
い
る
。
被
災

し
な
い
地
区
を
中
心
に
大
口

径
で
耐
震
性
に
劣
る
石
綿
管

が
12
㎞
あ
り
、
そ
の
更
新
も

重
要
課
題
で
あ
る
。
震
災
復

旧
事
業
最
優
先
で
更
新
工
事

を
中
断
し
て
き
た
が
、
復
旧

事
業
完
遂
後
は
更
新
事
業
を

再
開
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

設
計
に
着
手
、
４
年
度
か
ら

工
事
に
入
る
。

　
　

入
谷
桜
沢
地
区
の
国
道

沿
い
に
本
管
布
設
要
望
へ
の

対
応
は
。
老
朽
管
更
新
工
事

の
計
画
年
数
は
。

　
　

老
朽
管
布
設
替
え
が
中

心
で
、
新
管
路
布
設
は
限
定

的
だ
。
36
㎞
の
工
事
な
の
で

５
年
・
10
年
で
は
出
来
な
い
。

派
遣
終
了
後
、
一
億
円
の
事

業
費
で
プ
ロ
パ
ー
職
員
で

﹁
ど
れ
ぐ
ら
い
出
来
る
か
﹂

見
な
が
ら
実
施
す
る
。

施設の老朽化対策は
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議
案
一
覧 

〜 

10
月
・
11
月
臨
時
議
会
・
12
月
定
例
議
会

議
案
一
覧 

〜 

10
月
・
11
月
臨
時
議
会
・
12
月
定
例
議
会

１０月臨時議会　議案一覧　３件
工事 議案第 116号

議案第 117号

議案第 118号

町道蒲の沢線道路改良工事を ( 株 ) 阿部伊組と 4 億 150 万円で契約締結。

工期令和３年３月まで。

教育用液晶ディスプレイ等を ( 株 ) ナリサワより 484 万円で購入。→P.６

令和２年度一般会計補正予算（第６号）。→P.６ 

（工事１件、財産１件、予算１件）

財産

財産

議案第134号

議案第135号

議案第136号

議案第137号

議案第138号

議案第139号

議案第140号

議案第141号

議案第142号

議案第143号

議案第 144号

議案第 145号

議案第 146号

議案第 147号

議案第 148号

発議第　９号

発議第１０号

　 

発議

予算

１２月定例議会　議案一覧　３７件
（条例８件、工事１２件、予算４件、財産３件、承認２件、指定２件、発議５件、その他１件）

条例

発議第　６号

発議第　７号

発議第　８号

承認第　４号

承認第　５号

議案第 119号

議案第 120号

議案第 121号

議案第 122号

議案第 123号

議案第 124号

議案第 125号

議案第 126号

議案第 127号

議案第 128号

議案第 129号

議案第130号

議案第131号

議案第132号

議案第133号

議会議員定数条例の改正。16 人から 13 人へ。→P.16

議会委員会条例の改正。→P.６ 

議会会議規則の改正。

職員の給与に関する条例改正の専決処分の承認。→P.５

特別職の給与に関する条例改正の専決処分の承認。

国民健康保険税条例の改正。

分担金等の督促手数料及び延滞金徴収条例の改正。

介護保険条例及び後期高齢者医療に関する条例の改正。

公民館条例の改正。 

町営住宅条例の改正。→P.４

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する条例の改正。

地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の改正。

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産

税の課税免除に関する条例の改正。

廻館仮設住宅解体工事を山庄建設 ( 株 ) と 5,280 万円で契約締結。

工期令和 3 年 3 月まで。

町道浪板線外道路工事を佐千代・遠藤 JV と 5,280 万円減額し、1 億 8,790 万

円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

八幡側西側環境整備工事を（株）田名部組と 1,450 万円増額し、2 億 5,210 万

円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

石浜漁港防潮堤工事を（株）阿部伊組と 2,710 万円増額し、9 億 1,810 万円で

変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.４

清水漁港防潮堤工事を佐々木・阿部藤 JV と 3,170 万円減額し、16 億 2,960

万円で変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.４

折立漁港防潮堤右岸工事を只野・サトー JV と 1,780 万円増額し、30 億 8,210

万円で変更契約締結。工期令和 3 年 2 月まで。→P.４

津ノ宮漁港防潮堤工事を只野・須藤 JV と 1,910 万円減額し、5 億 1,080 万円

で変更契約締結。工期令和 2 年 12 月まで。→P.４

工事

滝浜漁港防潮堤工事を浅野・沼正 JV と 2,980 万円増額し、9 億 9,970 万円で

変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.４

港漁港防潮堤工事を（株）阿部伊組と 3,510 万円増額し、1 億 9,700 万円で変

更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.４

平磯漁港防潮堤工事を（株）佐千代組と 100 万円増額し、1 億 7,380 万円で

変更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。→P.４

稲淵漁港物揚場工事を（株）阿部伊組と 5,730 万円減額し、8,560 万円で変更

契約締結。工期令和 2 年 12 月まで。

町道路線（汐見線）の認定。→P.４

町道路線（干谷線）の認定。

町道路線（宇津野線）の変更。

ひころの里の指定管理者をひころの里コンソーシアムに指定。

指定期間令和 3 年 4 月から 5 年間。→P.５

南さんりく斎苑の指定管理者を（株）清建に指定。

指定期間令和 3 年 4 月から 5 年間。→P.５

令和 2 年度病院事業会計資本金の額の減少について。

令和 2 年度一般会計補正予算 ( 第 7 号 )。→P.５

令和 2 年度国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 1 号 )。

令和 2 年度介護保険特別会計補正予算 ( 第 2 号 )。

令和 2 年度病院事業会計補正予算 ( 第 3 号 )。→P.５

道の駅（伝承施設等）新築工事を山庄建設（株）と 12 億 4,300 万円で契約締結。

工期令和 4 年 2 月まで。→P.５

2021 年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本改善を求める意見書の提

出について。→P.17

安全・安心な医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書の

提出について。→P.17

予算

工事

その他

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。議長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

議員名

案件名

議案第１１７号

議案第１３８号

議案第１４８号

議  

決  

結  

果

採　決　結　果

反
　
　
対

　
　
　
　

賛
　
　
成

三
浦
清
人

山  

内  

昇  

一

後
藤
清
喜

山
内
孝
樹

菅
原
辰
雄

星
喜
美
男

髙
橋
兼
次

今
野
雄
紀

村
岡
賢
一

及
川
幸
子

佐
藤
正
明

後
藤
伸
太
郎

千
葉
伸
孝

佐
藤
雄
一

倉
橋
誠
司

須
藤
清
孝

○○○○○○

×

○○○○○○○○原案可決  　 14　  １

原案可決　　13　  ２

原案可決　　11　  ３

○○○○○○○○

×

○○

×

○○○

１０月臨時議会・１２月定例議会採決状況一覧

１１月臨時議会　議案一覧　１件
発議第　５号 議会基本条例の改正。→P.６ 

（発議１件）

発議

発議

発議

発議

承認

承認

条例

条例

条例

条例

条例

条例

条例

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

工事

財産

財産

指定

指定

予算

予算

予算

発議

○○○○○○

×

○

×

○○○○

×

欠
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議会活性化特別委員会

通年会期制、試行 改革
一歩ずつ

委
員
会
構
成
、
改
編

議
員
報
酬
、

審
議
継
続

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報

　
　
　
　
常
任
委
員
会

民
生
教
育
防
災

　
　
　
　
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
常
任
委
員
会

○発議第９号

　２０２１年度介護保険法改定に向け介護保険制度の抜本改善を求める意見書

　サービスの削減 ・負担増の見直しではなく、高齢者の生活を守り ・支える制度の実現を求め、

下記の事項について要望する。

１　ケアプランの有料化、要介護１、２の生活援助削減など、サービスの抑制や負担増につなが

　る制度の見直し・検討は中止すること。 

２　介護支援専門員等も含め、介護従事者の賃金を大幅に引き上げ、労働条件を抜本的に改善す

　ること。

３　介護保険料、利用料負担の軽減を図り、利用者が必要な時に必要なサービスを受けられるよ

　う制度を改善すること。

４　介護保険財政にかかる財源を国の責任おいて確保し、国の負担割合を引き上げること。 

　

10
月
30
日
の
委
員
会
で
、

通
年
議
会
・
通
年
会
期
の
導

入
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

制
度
の
選
択
に
つ
い
て
は
、

４
年
に
１
回
の
招
集
に
な
る

通
年
会
期
制
を
選
択
。
専
決

処
分
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く

な
る
が
、
議
会
の
権
限
に
属

す
る
軽
易
な
事
項
は
、
当
局

か
ら
議
会
に
対
し
指
定
の
要

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
受
け

入
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

現
行
の
議
員
定
数
16
人
が

次
回
改
選
時
か
ら
13
人
と
減

員
す
る
こ
と
に
伴
い
、
委
員定数 6

▲

定数 6 定数 7定数 6

12 月定例会の会期を令和３年３月１日までに

産
業
建
設
常
任
委
員
会

定数 5

総
務
常
任
委
員
会

定数 6

民
生
教
育
常
任
委
員
会

定数 5

１件の質問につき原則１回まで

　

反
問
と
は
、
議
会
等
に
お
け
る
質
問
等

の
論
点
を
明
確
化
し
議
論
の
深
化
を
目
的

と
し
て
、
町
長
他
答
弁
者
が
議
員
に
対
し

て
行
う
質
問
の
こ
と
。

　

反
問
で
き
る
内
容
は
、
当
該
質
問
等
の

趣
旨
も
し
く
は
内
容
の
確
認
、
瑕
疵
も
し

く
は
客
観
性
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る

必
要
な
確
認
、
当
該
質
問
等
の
背
景
も
し

く
は
根
拠
の
確
認
の
た
め
の
も
の
に
限
ら

れ
、
反
論
な
ど
は
で
き
な
い
。

会
の
合
議
体
と
し
て
の
機
能

低
下
の
懸
念
か
ら
、
左
の
表

の
よ
う
に
改
編
。

議会基本条例改正

　

反
問
権
を
行
使
す
る
場
合
は
、
議
長
ま
た

は
委
員
長
の
許
可
を
得
て
反
問
す
る
。
反
問

が
規
定
に
沿
わ
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ

れ
を
許
可
し
な
い
。

　

反
問
の
時
間
は
、
議
員
の
質
問
時
間
に

含
ま
れ
る
。

　

12
月
定
例
会
よ
り
実
施
。
議
員
等
に
も

背
景
を
わ
か
り
や
す
く
、
根
拠
を
示
し
な

が
ら
慎
重
に
質
問
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　

賛
成
意
見
と
し
て
は
、
災

害
時
に
即
座
に
開
会
で
き
る

と
い
う
意
見
、
反
対
意
見
と

し
て
、
現
状
の
シ
ス
テ
ム
で

問
題
は
な
い
、
も
う
少
し
調

査
検
討
を
と
い
う
意
見
が
出

た
。

　

検
討
の
結
果
、
導
入
す
べ

き
と
い
う
声
が
多
く
、
12
月

定
例
会
で
試
行
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。
早
け
れ
ば
、
新

年
度
か
ら
本
格
導
入
す
る
。

意　見　書

　

10
月
21
日
の
委
員
会
で
は
、

町
の
報
酬
審
議
会
に
任
せ
る

べ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
様

子
を
見
た
方
が
良
い
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
自
分
達
の

報
酬
を
決
め
る
事
に
は
意
義

が
あ
る
、
な
ど
の
意
見
が
出

た
。
ま
た
、
費
用
弁
償
の
見

直
し
、
政
務
調
査
費
の
議
論

に
も
及
ん
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
流
れ
で
、
議

員
報
酬
改
定
の
議
論
を
継
続

す
る
こ
と
、
改
定
す
る
場
合

の
適
用
時
期
は
次
期
改
選
後

か
ら
、
こ
の
２
点
は
確
認
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
へ

の
説
明
会
の
実
施
も
考
慮
す

る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

○発議第１０号

　安全・安心な医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書

　国民が安心して暮らせる社会実現のために、下記の事項について要望する。

１　今後も発生が予想される新たなウイルス感染症拡大などの事態に対応できるよう、医療、介

　護、福祉に十分な財源を確保すること。 

２　公立・公的病院の統合再編や地域医療構想を見直し、地域の声を踏まえた医療体制の充実を

　図ること。

３　安全・安心の医療・介護提供体制を確保するため、医療・介護従事者を大幅に増員すること。

４　保健所の増設、保健師等の増員といった公衆衛生行政の拡充を図ること。また、ウイルス研

　究、検査・検疫体制なども強化・拡充すること。

５　社会保障に関わる国民負担の軽減を図ること。

その他「女川原発再稼働を認める宮城県決議への反対表明を求める陳情書」は、議員に配布しました。

受理番号　　　　　　 件　　名　　　　　　　　　　　 審査結果　　　　　　　　　措　置

陳情　２の１

陳情１０の１

陳情１０の２

陳情１０の３

２０２１年度介護保険法改定
に向け介護保険制度の抜本改
善を求める国へ意見書提出を
求める陳情書

「安全・安心の医療・介護の
実現と国民のいのちと健康を
守るための意見書」採択を求
める陳情書

水田農業対策に関する要請書

農業委員会への女性委員の登
用促進について

付託された民生教育常任委員会か
ら「採択すべきもの」との報告を
受け、本会議において審議し、採
択されました

本会議において審議し、採択され
ました

本会議において審議し、採択され
ました

本会議において審議し、採択され
ました

関係機関（国）へ
意見書を提出

関係機関（国）へ
意見書を提出

執行機関に送付

執行機関に送付

反問権、明文化反問権、明文化
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

交付税減に備え、歳入の確保を

調査の目的

　復興期間後の自立の道を模索

する中、人口減少の加速、感染

症拡大による経済への悪影響な

ど、様々な不安要素がある。次

代へとつなぐ持続可能な町づく

りのために、将来を見据えた財

政運営を検討する。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

　令和２年１１月１９日、
持続可能な財政運営につ
いて、これまでの調査を
もとに町への提言をまと
めた。

　クリーンセンターは、ダイオ

キシンの基準に対応できなくな

り、平成１４年に焼却炉を閉鎖

し、その後、焼却処理を気仙沼

市へ委託しながら現在はストッ

クヤードとして施設を維持して

いる。

　南三陸ＢＩＯは、町内で発生

産業建設
常任委員会

　令和２年１１月１９日、
クリーンセンターおよび
南三陸ＢＩＯ（ビオ）に
おいて、当町のごみ処理
の現状を確認するととも
に、職員から聞き取り調
査を行った。

調査の概要

未来へ続く町づくりを

林業振興について
調査の目的

　自然の恩恵を受けて成り立っ

ている当町の産業であるが、町

の面積の約８割を占める森林は、

あらゆる産業分野の源であると

考える。

　平成２７年１０月にＦＳＣ国

際認証を取得し、町産材のブラ

ンド化を図る施策を展開してい

　令和２年１１月２０日
及び１２月３日、役場に
おいてこれまでの調査内
容を踏まえ、経営効率を
さらに向上できる施策を
検討した。

総　務
常任委員会 　１０年という節目で合併特例

も終了する。派遣職員もいなく

なる。カネ、ヒトが少なくなる

うえに、新型コロナウイルスの

感染拡大でその動きが鈍くなっ

ている。震災からの復興が至上

命題だったこれまでから、視点

を未来へと切り替えて知恵を絞

らなければならない。町民との

協働を進め、再建した公共施設

　当町の林業は、宮城県林業に

おいて新たなジャンルを構築す

ることができ、先進地としての

ポジションを確立している。

　しかしながら、ＦＳＣ認証林

は全体の２０％に留まっており、

蓄積量が年々増えているにも関

わらず多くが活用されず、放置

林が目立っており、解決すべき

課題としてある。

　県内の木材消費は外部依存の

ため需要はあり、計画的林業の

対象とし、年２万㎥の生産を行

うことができれば年間１億円の

経済効果が見込める。

　町面積の約８割が山林である

当町では、これらの土地を有効

に活用することが持続可能なま

ちづくりに不可欠であり、計画

的に山林経営を行う必要がある。

　また、山林インフラとして林

道の整備・新設にも力を入れ、

低コスト化を探るべきである。

する生ごみと、し尿処理の際に

発生する余剰汚泥を有効利用し

たバイオガスの生成と発電、液

肥の製造を行っている。平成２

７年から施設の供用を開始し、

事業を展開しているが、生ごみ

の一日あたりの受け入れの計画

値３.5ｔに対し０.9ｔ、発電は

目標値の３０％ほどしか達成で

きていないのが現状であった。

　当町は、ごみの焼却、焼却灰

の最終処分ともに、他の地域に

依存している状況にある。ごみ

の減量化を図るべく生ごみの分

別収集に取り組み、ごみ袋の有

料化へ踏み切ったものの、目標

値にはほど遠く、家庭系可燃ご

みは減少傾向にあるとはいえ、

人口が減少していることを勘案

すれば、一人当たりの排出量に

るが、高齢化社会の加速化や人

口減少などによる後継者・担い

手不足が要因となり、適正な森

林の管理はもとより林業の振興

自体も危惧される。

　よって当委員会では、当町の

産業すべてに影響を与える森林

の今後の適正な管理及び林業振

興方策について検討するため、

調査を行うものである。

変化がないのが現状である。施

設の老朽化が著しくも随時補修

を施しながら適正な管理・運営

に努めているとはいえ、この先

に迫る期限は十分に予見できる。

再整備の計画がない以上、総合

的な整備計画を早期に示し、地

域住民の理解と意識転換を図る

ことが重要である。また、南三

陸ＢＩＯにおける事業が計画ど

おり進まなければ、受注業者の

事業撤退の可能性も危惧せざる

をえない。事業の推進からすぐ

を有効に活用していくことを期

待し、結びとする。

　官民連携で森林林業戦略会議

の場を設け、森林環境譲与税を

中心に財源を確保しながら、平

成３１年４月施行の森林経営管

理法に基づく森林経営管理制度

を利用し、自力で山林活用が難

しい山主が土地ごと販売できる

仕組み（森林バンク）や行政へ

委託できる仕組み作りといった

山林集約化を進めるよう提言し、

さらに未来へ向けた先進的な林

業となることを期待し、結びと

する。

に効果を出すことは困難である

と認識はするが、当町の豊かな

自然環境を後世に継承するため

には、行政、住民、地域の事業

者の協働による取り組みが必要

である。持続的な事業の推進を

図るため、町においては、現在

の状況を早急に確認し、課題の

検討と柔軟な見直しを行い、施

策に対する周知と機運の醸成を

図り、事業の推進に取り組まれ

ることを提言し、結びとする。

持続可能な環境政策を

結　び

全体像が把握しづらい。財務諸

表の整備により見える化を進め

るとともに、人口減少による普

通交付税の減額に対しては、徹

底的に無駄を省き歳出を抑える

努力を不断に続けていくと同時

に、国や県の制度を積極的に活

用して歳入を確保するという姿

勢が求められる。さもなくば、

想定外には対応できない。

結　び

民生教育
常任委員会 結　び

　これまでにおよそ３，０００

億円以上の復興予算が投入され

てきたが、その予算執行は必ず

しも順調ではない。平成２６年

度の繰越予算の執行率は３０％

を下回り、財源となる国費は基

金への出し入れを繰り返すため、
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こ
れ
か
ら
の
南
三
陸
町
﹂

　
入
谷
岩
沢
　

　
　

西 

城
　
英 

雄 

さ
ん

　

震
災
か
ら
早
10
年
の
月
日
が
経

ち
街
並
み
の
風
景
も
様
変
わ
り
し
、

昔
の
面
影
、
震
災
の
記
憶
も
薄
れ

て
行
く
日
々
。
復
興
も
進
み
町
に

は
活
気
が
戻
っ
て
い
ま
す
が
、
若

者
の
街
離
れ
が
進
み
、
高
齢
者
世

帯
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
も
現
実
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
、
住
民
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
不
安
に
思

い
ま
す
。
高
齢
者
の
孤
立
、
空
き

家
の
増
加
、
人
口
減
少
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
く

中
で
、
ま
ず
は
住
民
一
人
一
人
か

ら
の
意
見
、
要
望
を
聞
け
る
体
制

を
整
え
て
い
た
だ
く
事
を
望
み
ま

す
。
例
え
ば
、
議
員
の
皆
さ
ん
が

行
政
区
に
足
を
運
び
、
住
民
と
の

格
式
張
ら
な
い
会
話
を
す
る
時
間

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

住
民
の
意
見
、
要
望
を
直
に
聞
き
、

町
の
発
展
に
繋
げ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
孤

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

議
会
か
ら

立
を
な
く
す
の
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
為
、
住
民
が
互
い
に
触
れ
合

え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
立

し
、
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い
く

事
を
願
い
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
を

担
っ
て
い
く
若
者
が
、
一
人
で
も

多
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て
は
、
ど
の
自
治
体
に
お

い
て
も
難
し
い
問
題
で
す
。
ご
存

じ
の
よ
う
に
わ
が
町
で
も
難
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
を
見
据
え
、

今
ま
で
以
上
に
対
策
に
取
り
組
み
、

ま
た
、
住
民
に
寄
り
添
え
る
議
会

で
あ
る
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
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委
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会
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長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

倉
橋　

誠
司

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　

   

千
葉　

伸
孝

　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

辰
雄　
　
　
　

　

新
年
を
迎
え
早
く
も
一
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
シ
ー

ズ
ン
と
は
違
い
、
寒
さ
が
一

段
と
厳
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
コ
ロ
ナ
に
対
し
、
先

月
21
日
、
当
議
会
と
し
て
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
一
つ

の
形
に
い
た
し
ま
し
た
。
あ

え
て
、
議
会
だ
よ
り
60
号
に

は
綴
じ
ず
、
別
紙
の
お
知
ら

せ
版
と
し
て
各
ご
家
庭
に
届

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
第
一
号
の
感
染
者

に
は
な
り
た
く
な
い
と
い
う

セ
リ
フ
を
多
く
耳
に
し
ま
す
。

裏
を
返
せ
ば
人
権
の
侵
害
を

恐
れ
て
の
本
音
だ
と
思
い
ま

す
。
決
議
と
し
て
お
示
し
さ

せ
て
頂
い
た
内
容
を
、
私
た

ち
南
三
陸
町
民
の
共
有
認
識

と
し
、
こ
の
10
年
を
と
も
に

手
を
取
り
合
っ
て
来
た
よ
う

に
、
一
丸
と
な
り
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　

 　

須
藤
清
孝

発
行
責
任
者  

議
長  

三
浦  

清
人

　
議
会
開
会
中
は
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
か
ら
、　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

配
信
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら 

�

　

次
回
の
定
例
会
は
３
月
開
催
の
予
定
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
傍
聴
の
自
粛
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

菅
原
辰
雄
議
員

星
喜
美
男
議
員

　

令
和
２
年
11
月
６
日
、
宮
城
県
文
化

の
日
表
彰
式
に
て
、
地
方
自
治
の
振
興

に
寄
与
し
た
功
績
が
称
え
ら
れ
、
菅
原

辰
雄
議
員
と
星
喜
美
男
議
員
が
地
方
自

治
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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